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蒲田東特別出張所管内

人

口

男 24,095名

女 22,080名

計 46,175名

世帯数 30,061世帯

令和６年１月１日現在

★発行

地域力推進

蒲田東地区委員会

★編集

地域情報紙「かまた東」

編集委員会

★事務局

蒲田東特別出張所

蒲田本町２－１－１

℡（５７１３)２００１

民生のスローガンとして「調査なくして訪問なし、訪

問なくして相談なし、相談なくして福祉なし」という力

強い言葉の中に責任と覚悟がみえます。編集委員はこれ

だけ幅広いお仕事をされていることに驚きました。民生

は新しい仲間を望んでいます。どうぞ声をかけられたと

きは快く引き受けて頂きたいと思います。

包括は介護保険法の改正に伴い平成18年から創設され

ました。大田区内には23箇所の拠点があります。この蒲

田東地区内においては、包括蒲田(北蒲広場のそば)と包

括蒲田東(ニッセイアロマスクエア1階)の2箇所がありま

す。住所により高齢者サービスの登録先は決まっており

ますが、どちらのセンターでも親切に案内してくれます。

主任介護支援専門員・社会福祉士・保健師・経験があ

る看護師の有資格者を中心に、其処の担当地域の65歳以

上の総合相談窓口になっています。地域にお住いの高齢

者やその家族から介護、福祉に関しての総合的な相談を

受けています。

大田区では見守りサービスの１つとして、見守りキー

ホルダー登録事業が

有ります。こちらは、

包括が担当しており

ます。大田区内の65

歳以上の方が、緊急

連絡先や医療情報等

を登録すると「高齢者見守りキーホルダー」を貰えるそ

うです。緊急時の医療機関や警察、消防からの照会に24

時間体制で迅速に対応でき、忘れ物の問い合わせにも役

立っているそうなので、普段持ち歩くものにつけるのも

おすすめです。

お持ちでない方は、是非ご登録してみては！

（3面へ続く）

日頃から良く耳にする役割名ですがその活動内容につ

いては知らない人が多いようです。今回は蒲田東地区の

民生委員児童委員(以降「民生」)、地域包括支援センター

(以降「包括」)に声をかけ座談会を開催し、その内容を

編集委員会でまとめました。（出席者は欄外参照）

民生は、厚生労働大臣から委嘱された非常勤の特別職

の地方公務員で、社会福祉の増進や地域の見守り、福祉

全般に関する相談・援助等を行います。ボランティア的

要素があり、給与は有りません。地域住民が安心して相

談できる民生であるために、「守秘義務」という重要な

義務があります。住民が困った時に相談を聞き、必要に

応じて民生から包括、地域福祉課、生活福祉課、JOBOTA

（生活再建・就労サポートセンター)、子ども家庭支援セ

ンター、子ども・若者総合相談センターなどの組織、団

体、機関へと繋ぐ繋ぎ手としての役割があります。

民生は町会から推薦されますが、町会単位の配置では

なく、担当区域をもって活動しています。都の基準では、

220〜440世帯に1名が望ましいとされますが、民生の選任

がない町会の範囲を代行もします。世帯数による縦割り

で自らの担当地域以外の場合でも、横の繋がりで相談も

出来ています。年齢制限は現在75歳まで活動することが

できますが、人数が足りない現実があり、新しい仲間を

望んでいます。

民生は、出生時からの赤ちゃん事業や、小学校・中学

校・高校の登校拒否や進学等の相談、社会福祉協議会か

らの融資を受ける／受けないの相談にのることもありま

す。又、様々な証明手続き、高齢者や障害者等の見守り、

学校イベントのお手伝い、お祭りの手伝い等、地域との

コミュニケーションを取るのも民生の仕事です。訪問も

重要な業務の１つですが、声をかけても返事が無い時も

あります。高層マンション、オートロックの建物が増え、

声をかけるにもかけられない現実が今、民生を泣かせて

います。

１
【座談会参加者】大田区蒲田東地区の民生委員児童委員(植田会長、三浦副会長、遠藤副会長、土屋副会長)、

地域包括支援センター蒲田(菅野センター長、林社会福祉士)、地域包括支援センター蒲田東(小池センター長、渡部社会福祉士)

民生委員児童委員って？

地域包括支援センターって？

見守りキーホルダーって？



北
蒲
広
場
（
旧
北
蒲
小
学
校
）
の
思

い
出

蒲
田
二
丁
目
自
治
会

鈴
木

純
子

  
蒲
田
二
丁
目
に
あ
る
北
蒲
広
場
。

元
は
、
北
蒲
小
学
校
と
呼
ば
れ
た
私

の
母
校
で
す
。

一
年
生
の
入
学
式
は
、
三
月
に
落

成
し
た
ば
か
り
だ
っ
た
体
育
館
で
行

い
ま
し
た
。
一
・
二
年
生
は
木
造
の

旧
校
舎
で
過
ご
し
ま
し
た
。
三
・
四

年
生
は
、
校
舎
建
替
え
の
た
め
、
校

庭
に
建
っ
た
プ
レ
ハ
ブ
の
教
室
で
勉

強
を
し
ま
し
た
。
こ
の
二
年
間
は
、

給
食
で
は
な
く
、
お
弁
当
持
参
で
通

学
し
、
工
事
の
進
捗
具
合
に
よ
っ
て

入
口
も
色
々
変
わ
り
、
面
白
か
っ
た

こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
五
年
生
の

二
学
期
に
現
在
の
校
舎
に
入
り
、
卒

業
し
ま
し
た
。

今
で
も
正
門
近
く
に
卒
業
制
作
が

飾
っ
て
あ
り
、
会
議
等
で
広
場
を
訪

れ
る
と
、
自
分
の
作
品
を
探
し
て
、

ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
て
し
ま
い
ま
す
。

わ
が
子
も
通
っ
た
北
蒲
小
学
校
。

蒲
田
小
学
校
に
統
合
さ
れ
、
閉
校
と

な
り
ま
し
た
が
、
広
場
の
建
物
は
、

可
能
な
限
り
残
っ
て
欲
し
い
な
と
思

い
ま
す
。

そ
し
て
、
ま
た
、
子
ど
も
達
の
声

が
聞
こ
え
る
場
所
と
な
れ
ば
、
北
蒲

広
場
も
喜
ん
で
く
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

お
花
見
会
開
催

蒲
田
本
町
二
丁
目水

沼

保
治

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
も
落
着

き
を
み
せ
て
、
行
動
制
限
の
な
い
中
、

二
〇
一
九
年
以
来
四
年
ぶ
り
の
開
催

と
な
っ
た
お
花
見
会
。

以
前
、
桜
と
云
え
ば
四
月
の
入
学

式
で
し
た
が
、
今
で
は
卒
業
式
の
イ

メ
ー
ジ
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
、
開
花
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
計
れ
な

く
て
、
開
催
日
を
決
め
る
の
が
難
し

い
た
め
、
参
考
に
し
た
の
が
、
東
京

都
の
桜
開
花
予
想
。
そ
こ
で
は
三
月

二
十
一
日
頃
開
花
と
あ
り
ま
し
た
の

で
、
次
の
日
曜
日
で
あ
る
二
十
六
日

に
決
め
た
。
し
か
し
、
暖
か
い
日
が

続
い
て
開
花
が
三
月
十
四
日
と
早
ま

り
、
空
を
見
上
げ
て
、
開
花
状
況
や

天
候
を
気
に
す
る
日
々
が
続
き
ま
し

た
が
、
ち
ょ
う
ど
満
開
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
開
催
日
を
迎
え
ら
れ
そ
う
で
し

た
。
し
か
し
、
開
催
日
に
か
け
て
、

雨
の
予
報
が
出
て
し
ま
っ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
再

拡
大
の
心
配
と
、
年
度
末
、
確
定
申

告
と
気
忙
し
か
っ
た
こ
と
に
加
え
て
、

自
身
の
入
院
五
日
前
で
し
た
の
で
、

精
神
的
に
と
て
も
厳
し
か
っ
た
。

桜
は
満
開
の
見
頃
だ
っ
た
け
れ
ど

も
、
結
局
雨
が
降
っ
て
し
ま
い
、
町

会
会
館
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
参
加
さ
れ
た
皆
様
が
楽

し
く
談
笑
す
る
姿
を
拝
見
し
、
開
催

で
き
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

プ
ラ
の
日蒲

田
五
丁
目
南
町
会

森
野

義
男

「
プ
ラ
の
日
」
を
ご
存
知
で
す
か
？

区
内
の
一
部
地
域
で
は
既
に
昨
年
か

ら
試
験
的
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

近
年
中
に
区
内
全
域
で
も
「
プ
ラ
の

日
」
が
実
施
さ
れ
る
模
様
で
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
出
来
て
い
る
物

を
ゴ
ミ
に
出
す
に
あ
た
り
、
可
能
な

限
り
綺
麗
な
状
態
に
分
別
し
て
、

「
プ
ラ
の
日
」
に
出
す
こ
と
と
な
り

ま
す
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
「
資
源
ゴ

ミ
」
で
す
が
、
ラ
ベ
ル
や
キ
ャ
ッ
プ

は
「
プ
ラ
」
に
な
り
ま
す
。
発
泡
ス

チ
ロ
ー
ル
や
ト
レ
イ
も
プ
ラ
に
な
り
、

出
し
方
と
し
て
は
、
全
て
の
プ
ラ
を

ま
と
め
、
中
身
が
見
え
る
袋
に
入
れ

て
出
し
ま
す
。
水
で
洗
浄
し
て
も
汚

れ
や
油
が
落
ち
な
い
容
器
は
可
燃
ゴ

ミ
で
す
。
汚
れ
た
プ
ラ
は
、
綺
麗
な

プ
ラ
を
も
汚
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
出
来

な
い
場
合
が
あ
る
た
め
で
す
。

回
収
さ
れ
た
プ
ラ
は
選
別
さ
れ
、

汚
れ
て
リ
サ
イ
ク
ル
に
適
さ
な
い
も

の
は
、
清
掃
工
場
に
送
ら
れ
ま
す
。

綺
麗
な
プ
ラ
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
施
設

で
ペ
レ
ッ
ト
等
の
原
料
化
の
後
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
再
利
用
や
化
学
原
料

と
し
て
再
利
用
さ
れ
ま
す
。
可
能
な

限
り
ゴ
ミ
を
排
出
し
な
い
生
活
様
式

へ
の
転
換
を
進
め
る
た
め
、
発
生
抑

制
と
再
利
用
を
今
か
ら
習
慣
づ
け
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
私

た
ち
区
民
も
区
の
活
動
を
応
援
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

南
一
自
治
会
は
御
長
寿
が
勢
揃
い

南
蒲
田
一
丁
目
自
治
会

大
脇

多
恵

資
料
に
よ
る
と
、
大
田
区
で
百
歳

以
上
の
方
は
五
百
十
七
名
（
二
〇
二

三
年
九
月
時
点
）
。
蒲
田
東
の
管
内

で
も
二
十
七
名
が
御
健
在
で
、
南
一

自
治
会
も
御
長
寿
揃
い
で
す
。

ま
ず
は
、
横
山
ハ
ヤ
子
さ
ん
（
一

〇
四
歳
）
。
蒲
田
小
学
校
で
は
、
女

優
の
高
峰
秀
子
さ
ん
と
も
同
級
生
だ
っ

た
と
か
。
ジ
ャ
ズ
好
き
で
銀
座
ま
で

聴
き
に
行
か
れ
た
こ
と
も
。

次
は
、
伊
豆
出
身
の
清
水
光
子
さ

ん
。
九
十
九
歳
。
二
十
年
ほ
ど
前
ま

で
は
、
食
品
の
店
を
ご
夫
婦
で
や
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

同
じ
く
九
十
九
歳
の
須
山
重
信
さ

ん
も
長
い
間
文
具
店
を
経
営
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

群
馬
出
身
の
赤
城
千
枝
さ
ん
は
、

九
十
八
歳
。
蒲
田
在
住
五
十
年
。
草

月
流
の
生
け
花
の
先
生
の
資
格
も
。

我
が
家
の
義
母
、
大
脇
ヨ
シ
さ
ん

も
九
十
八
歳
。
趣
味
は
、
三
味
線
。

四
世
代
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

北
田
き
み
さ
ん
は
九
十
七
歳
。
千

葉
出
身
。
梅
干
が
元
気
の
素
。

皆
さ
ん
百
歳
越
え
を
目
指
し
、
お

健
や
か
に
！

不
思
議
な
ひ
と
と
き

東
蒲
田
一
丁
目
自
治
会

二
瓶

敏
明

昨
年
か
ら
、
東
蒲
田
一
丁
目
自
治

会
の
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
（
清
寿
会
）
主

催
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
夫
婦
で

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
ク
ラ
ブ
は
週
三
日
、
火
曜
と

木
曜
は
北
蒲
広
場
、
土
曜
は
東
蒲
小

学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
借
り
て
、
午

前
九
時
か
ら
十
時
半
位
ま
で
行
っ
て

い
ま
す
。
参
加
の
皆
さ
ん
は
年
齢
を

感
じ
さ
せ
な
い
元
気
な
方
ば
か
り
で
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
日
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
自
分
で
ス

コ
ア
カ
ー
ド
に
何
打
で
廻
っ
た
か
を

記
入
す
る
た
め
、
常
に
忘
れ
な
い
よ

う
に
頭
を
使
っ
て
い
ま
す
。
声
を
か

け
な
が
ら
ほ
ど
よ
く
歩
い
て
ゴ
ル
フ
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を
す
る
こ
と
で
、
体
の
健
康
維
持
と

脳
の
老
化
防
止
に
も
な
り
ま
す
。

ゲ
ー
ム
の
合
間
に
休
憩
す
る
と
き

は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
た
わ
い
の
な
い
話

を
し
た
り
し
て
盛
り
上
が
っ
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間

の
中
に
い
る
と
、
ふ
と
、
何
も
考
え

ず
無
邪
気
に
遊
ん
で
い
た
子
供
の
頃

に
戻
っ
て
い
く
よ
う
な
、
不
思
議
な

ひ
と
と
き
を
感
じ
ま
す
。

夫
婦
で
少
し
で
も
長
く
皆
さ
ん
と

楽
し
く
続
け
て
い
け
た
ら
何
よ
り
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
ち
か
ど
防
災
訓
練

蒲
田
三
丁
目
町
会髙

橋

康
之

い
よ
い
よ
本
番
、
隊
長
の
顔
が
心

な
し
か
引
き
つ
っ
て
見
え
る
。
そ
う
！

今
日
は
『
ま
ち
か
ど
防
災
訓
練
』
当

日
。
数
回
の
打
合
せ
先
週
の
リ
ハ
ー

サ
ル
、
隊
員
達
の
イ
メ
ト
レ
も
完
璧
・
・

な
ハ
ズ
。
蒲
田
消
防
署
管
内
数
あ
る

町
会
自
治
会
で
初
と
な
る
今
回
の
防

災
訓
練
に
緊
張
は
高
ま
る
一
方
。
署

の
担
当
か
ら
訓
練
開
始
の
目
配
せ
と

共
に
、
俄
仕
立
て
の
通
報
者
が
隊
長

に
駆
け
寄
る
。
そ
こ
か
ら
先
は
リ
ハ
・
・

も
と
い
日
頃
の
訓
練
の
お
陰
で
体
は

テ
キ
パ
キ
と
動
き
出
す
。

署
が
用
意
し
た
課
題
「
ス
タ
ン
ド

パ
イ
プ
を
使
っ
た
消
火
」
「
倒
壊
家

屋
か
ら
の
救
出
」
「
Ｃ
級
ポ
ン
プ
に

よ
る
消
火
」
を
市
民
消
火
隊
と
ス
タ

ン
ド
パ
イ
プ
隊
は
見
事
に
こ
な
し
た

の
で
あ
っ
た
。

最
後
の
署
長
講
評
で
二
百
点
を
頂

い
た
事
は
三
丁
目
市
民
消
火
隊
の
更

な
る
励
み
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

地
域
デ
ビ
ュ
ー

東
蒲
田
一
丁
目
町
会

落
合

一
男

東
蒲
田
一
丁
目
で
生
ま
れ
育
ち
、

七
十
四
年
で
す
。
駅
に
近
く
便
利
で

庶
民
的
な
町
、
や
は
り
こ
こ
が
一
番

住
み
や
す
い
と
思
う
こ
の
頃
で
す
。

思
え
ば
健
康
に
恵
ま
れ
四
十
九
年

間
、
某
総
合
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
会

社
で
働
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

又
、
共
に
歩
ん
で
く
れ
た
妻
に
は

本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
余
談
で

す
が
、
今
年
四
月
に
金
婚
式
を
迎
え

ま
す
。

仕
事
で
六
年
間
の
海
外
勤
務
が
あ

り
、
ほ
と
ん
ど
が
発
展
途
上
国
で
の

赴
任
で
し
た
が
、
な
か
で
も
サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ
ア
で
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
現
場
監
督
と
し
て
赴
任
し
た
際
は
、

一
ヶ
月
の
ラ
マ
ダ
ン
（
断
食
）
が
あ

り
、
日
の
出
か
ら
日
の
入
り
の
間
、

飲
ま
ず
食
わ
ず
の
生
活
を
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
我
々
日
本
人
は
、
隠
れ

て
こ
っ
そ
り
食
事
を
し
た
こ
と
を
思

い
出
し
ま
す
。

定
年
後
は
趣
味
の
写
真
撮
影
、
花

づ
く
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

二
年
前
か
ら
町
会
の
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

の
東
蒲
梅
寿
会
で
会
計
役
員
を
引
き

受
け
、
少
し
で
も
地
域
の
役
に
立
て

る
よ
う
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

大
蒲
田
祭
に
つ
い
て

蒲
田
東
口
町
会

赤
沢

伸
吾

今
年
は
四
年
ぶ
り
に
大
蒲
田
祭
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
催
に
お
い
て

は
祭
礼
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
役
割
分
担
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

委
員
会
の
指
示
の
も
と
何
百
人
も
の

人
達
が
同
時
進
行
で
各
役
割
ご
と
に

準
備
し
、
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
ま
す
。

祭
礼
一
日
目
は
子
供
神
輿
で
す
。

ほ
と
ん
ど
ぶ
ら
下
が
り
状
態
で
し
た

が
、
神
輿
を
担
ぎ
、
山
車
を
引
き
街

を
練
り
歩
き
ま
し
た
。
汗
だ
く
に
な

り
な
が
ら
も
ス
マ
ホ
で
わ
が
子
を
撮

影
す
る
お
母
さ
ん
た
ち
が
印
象
的
で

し
た
。

祭
礼
二
日
目
は
各
町
会
の
神
輿
が

集
い
ま
す
。
歩
行
者
天
国
で
は
大
道

芸
、
和
太
鼓
、
白
バ
イ
、
は
し
ご
車
、

自
衛
隊
車
両
と
の
記
念
撮
影
会
な
ど

た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
で
楽
し
め
ま

し
た
。
蒲
田
駅
東
口
駅
前
広
場
で
は
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
・
チ
ア
ダ
ン
ス
な
ど
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
行
わ
れ
大
盛
況

と
な
り
ま
し
た
。

各
団
体
の
ご
協
力
の
も
と
、
こ
れ

だ
け
盛
大
な
お
祭
り
が
で
き
た
こ
と

は
素
晴
ら
し
い
と
感
動
し
ま
し
た
。

敬
老
の
日
に
思
う

東
蒲
田
二
丁
目
町
会

村
上

す
い
子

九
月
十
八
日
は
敬
老
の
日
で
す
が
、

私
達
の
町
会
で
は
、
例
年
、
薭
田
神

社
の
祭
礼
と
重
な
る
の
で
、
十
月
に

改
め
て
「
敬
老
の
日
つ
ど
い
」
を
実

施
し
ま
す
。

今
年
も
十
月
二
十
二
日
、
東
蒲
小

学
校
の
講
堂
で
、
百
三
十
七
名
の

「
敬
老
の
つ
ど
い
」
が
あ
り
ま
し
た
。

半
数
ほ
ど
の
出
席
で
し
た
が
、
小

学
校
の
生
徒
さ
ん
の
ダ
ン
ス
か
ら
始

ま
り
、
踊
り
や
歌
、
落
語
も
あ
っ
て
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

時
計
の
針
と
か
け
っ
こ
し
て
き
た

よ
う
な
昭
和
の
時
代
を
生
き
抜
い
て
、

い
つ
の
間
に
か
後
期
高
齢
者
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

友
人
と
集
ま
っ
て
は
、
若
く
、
美

し
く
、
輝
い
て
い
た
昔
の
こ
と
を
語

ら
い
、
笑
っ
て
過
ご
す
こ
の
頃
で
す
。

戦
争
で
の
苦
労
話
は
、
人
生
の
糧
に

な
り
ま
し
た
。
苦
労
は
人
の
心
を
優

し
く
し
て
く
れ
ま
す
。
近
所
の
友
人

や
老
人
会
の
皆
さ
ん
と
出
会
え
た
こ

と
は
、
大
き
な
力
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
日
々
も
、
前
向
き
に

明
る
く
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
「
高
齢
者
に
幸
あ
れ
」
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わが町の星 市民消火隊

（
１
面
よ
り
続
く
）

民
生
委
員
児
童
委
員
に
相
談
し
た

い
方
は
、
町
会
・
自
治
会
の
役
員
の

方
に
聞
け
ば
地
域
の
担
当
者
を
教
え

て
く
れ
ま
す
が
、
個
人
的
な
こ
と
で

窓
口
等
に
相
談
さ
れ
た
い
方
は
、
区

役
所
の
福
祉
管
理
課
、
又
は
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
す
る
こ

と
で
、
教
え
て
も
ら
え
ま
す
。

ま
ず
は
相
談
か
ら
で
す
。

編
集
委
員
長

山
崎

礼
子

民生委員

児童委員の

詳細は

こちら⇒

地域包括支援

センターの

詳細はこちら⇒

高齢者見守り

キーホルダーの

詳細はこちら⇒

大田区ホームページからもご覧いただけます。<アドレス>http://www.city.ota.tokyo.jp/

「蒲田地域」→「蒲田東特別出張所」→「地域情報紙」をクリック
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編
集
委
員
紹
介

編
集
委
員
長

蒲
田
三
丁
目
町
会

山
崎
礼
子

副
編
集
委
員
長

蒲
田
一
丁
目
自
治
会

杉
山
敬
次
郎

編
集
委
員

東
蒲
田
一
丁
目
町
会

笠
原
信
子

東
蒲
田
一
丁
目
自
治
会

田
村
和
夫

東
蒲
田
二
丁
目
町
会

阿
相
祐
太
郎

東
蒲
田
二
丁
目
南
町
会

塩
野
賢
一

南
蒲
田
一
丁
目
自
治
会

大
脇
多
恵

南
蒲
田
二
丁
目
町
内
会

高
田
和
男

南
蒲
田
三
丁
目
町
会

秋
成
京
子

蒲
田
二
丁
目
東
町
会

鴨
井
従
雄

蒲
田
二
丁
目
自
治
会

菊
地
規
起

京
浜
蒲
田
町
会

加
藤
郁
夫

蒲
田
四
丁
目
町
会

小
倉
孝
子

蒲
田
本
町
二
丁
目
町
会

遠
藤
末
子

本
蒲
田
一
丁
目
町
会

鈴
木
寛
規

蒲
田
東
口
町
会

赤
沢
伸
吾

蒲
田
五
丁
目
南
町
会

佐
藤
愼
一
郎

蒲
田
公
団
自
治
会

岡
﨑
幸
夫

蒲
田
本
町
一
丁
目
町
会

福
島
麻
美
子

東
蒲
田
二
丁
目
南
町
会
長

鈴
木

孝
雄

私
が
町
会
長
に
な
っ
て
か
ら
約
十

年
が
経
ち
、
町
会
役
員
と
し
て
は
通

算
約
四
十
五
年
に
な
り
ま
す
。

東
蒲
田
二
丁
目
南
町
会
は
、
町
会

員
の
皆
様
方
の
お
か
げ
で
、
昨
年
創

立
七
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
ま
た
、

私
が
当
町
会
に
住
み
始
め
た
の
は
昭

和
二
十
三
年
頃
で
、
初
代
町
会
長
は

永
田
惣
二
郎
会
長
で
し
た
。

私
が
小
学
生
の
頃
、
呑
川
の
天
神

橋
は
木
造
で
、
町
内
に
は
畑
や
町
工

場
等
が
点
在
し
、
町
会
に
接
す
る
キ

ネ
マ
通
り
商
店
街
に
は
多
く
の
商
店

が
立
ち
並
び
、
人
通
り
も
多
く
賑
や

か
な
商
店
街
で
し
た
。
ま
た
、
昭
和

三
十
三
年
に
は
旧
呑
川
を
埋
め
立
て
、

一
部
を
利
用
し
て
東
蒲
中
学
校
が
こ

の
地
に
移
転
し
ま
し
た
。
こ
の
頃
は
、

町
内
の
近
所
付
き
合
い
も
良
か
っ
た

こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

平
成
以
降
で
は
町
工
場
、
商
店
も

減
少
し
、
跡
地
に
は
ア
パ
ー
ト
や
マ

ン
シ
ョ
ン
が
建
ち
、
キ
ネ
マ
通
り
商

店
街
も
人
通
り
が
少
な
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
以
前
は
町
会
行
事
と
し
て

梅
祭
り
、
お
花
見
、
夏
に
は
盆
踊
り
、

お
祭
り
で
は
昭
和
五
十
三
年
に
町
会

員
の
皆
様
、
及
び
齋
藤
木
工
様
、
三

部
江
川
様
、
五
部
菅
原
様
と
私
の
四

人
が
中
心
と
な
っ
て
製
作
し
た
神
輿

で
町
内
を
練
り
歩
き
、
キ
ネ
マ
通
り

の
パ
レ
ー
ド
に
も
参
加
し
、
暮
れ
に

は
餅
つ
き
大
会
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。

他
に
子
供
達
と
の
触
れ
合
い
行
事
と

し
て
凧
揚
げ
、
海
や
山
へ
の
ハ
イ
キ

ン
グ
、
芋
堀
り
も
行
い
ま
し
た
。

現
在
、
少
子
高
齢
化
や
住
民
の
価

値
観
の
変
化
の
波
は
町
会
に
ま
で
及

び
、
以
前
ほ
ど
頻
繁
に
町
会
行
事
を

行
う
こ
と
が
出
来
な
く
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
こ
の
三
年
間
は
、
コ
ロ
ナ
禍

に
追
い
打
ち
を
掛
け
ら
れ
思
う
よ
う

な
活
動
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
核
と
し

て
の
町
会
活
動
が
、
地
域
住
民
に
と
っ

て
ど
う
役
立
っ
て
い
る
か
を
検
証
し

な
が
ら
、
今
後
の
町
会
活
動
を
進
め

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

編
集
委
員

佐
藤

慎
一
郎

「
や
っ
ち
ゃ
場
」
と
言
う
名
称
を

ご
存
知
だ
ろ
う
か
？

青
物
市
場
の

事
を
東
京
で
は
「
や
っ
ち
ゃ
場
」
と

言
い
ま
す
。
市
場
の
競
り(

せ
り)

で

飛
び
交
う
言
葉
が
「
や
っ
ち
ゃ
、
や
っ

ち
ゃ
」
と
聞
こ
え
た
か
ら
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

東
京
の
三
大
「
や
っ
ち
ゃ
場
」
は

神
田
、
千
住
、
駒
込
に
在
り
ま
し
た

が
、
他
に
も
近
郊
に
私
設
の
小
さ
な

市
場
が
点
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
ま

す
。
現
在
の
大
田
区
辺
で
は
下
丸
子
、

池
上
村
、
矢
口
村
で
葱
、
ほ
う
れ
ん

草
、
茄
子
、
小
松
菜
等
々
が
採
れ
ま

し
た
。
野
菜
の
生
産
地
域
と
消
費
地

域
が
混
在
・
隣
接
し
、
私
設
の
青
物

市
場
が
生
ま
れ
ま
し
た
が
、
昭
和
十

二
年(

一
九
三
七)
東
京
都
中
央
卸

売
市
場
荏
原
市
場
に
統
合
さ
れ
蒲
田

分
場
と
な
り
ま
し
た
。

当
初
は
北
蒲
小
学
校
の
位
置
に
在

り
ま
し
た
が
、
後
に
現
「
Ｐ
i
Ｏ
」

の
位
置
に
移
り
ま
し
た
。
更
に
神
田

市
場
、
荏
原
市
場
、
蒲
田
分
場
を
統

合
。
現
在
の
東
海
三
丁
目
に
昭
和
六

十
三
年(

一
九
八
八)

に
市
場
棟
を
竣

工
。
翌
、
平
成
元
年(

一
九
八
九)

五

月
に
業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。
今
日

そ
の
取
扱
い
量
は
「
日
本
一
」
と
言

わ
れ
る
程
に
な
っ
て
い
ま
す
。

執
筆
に
あ
た
り
蒲
田
分
場
内
で
食

堂
を
営
み
、
現
在
も
東
海
の
市
場
内

で
食
堂
「
鈴
富
」
を
営
む
鈴
木
安
子

様
に
は
快
く
取
材
を
お
受
け
戴
き
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

協力(敬称略)：鈴木 安子（4面「蒲田のやっちゃ場」の参考）

神輿の制作風景

右
図

現
在
の
大
田
区
産
業
プ
ラ
ザ

Ｐ
i
Ｏ
周
辺

蒲田青果市場


